
１
月
10
日
、

串
間
市
文
化
会
館
で

成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
地
区
代
表
６
人
が

「
成
人
者
誓
い
の
こ
と
ば
」を

述
べ
、
会
場
を
訪
れ
た

１
５
７
人
が
大
人
と
し
て
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　今日は私たちの成人を祝う盛大な式典
を開いていただき、ありがとうございます。
　串間に生まれ育ってはや二十年。数え
きれないほどの思い出がありますが、こ
こで話すと長くなるので割愛させていた
だきます。
　私は、母の姿を見て保育士になりたい
と思い、今福岡の短期大学で保育の勉
強をしています。四月からは、保育士と
して福岡で就職することになりましたが、
いずれは串間に戻ってきて、母のような
保育士になりたいと思います。
　まだ成人した実感はありませんが、社
会人としての自覚を持ち、たくさんの人
に笑顔を与えることができる人間になり
たいと思います。

　成人の日を迎え、自分の言動に責任と
自覚を持ち、常識のある社会人となり、
周囲に信頼される大人になりたいです。
また、私たちは、まだまだ夢を追ってい
る途中でもあります。今後、多くの大き
な壁が立ちはだかるかと思いますが、何
事に対してもチャレンジ精神や向上心を
忘れず精進してまいります。そして、お
世話になった方々への感謝の気持ちを忘
れず、恩返しできるよう宮崎県、串間市
に貢献できる人になります。
　まだまだ未熟者ではありますが、家族、
先生方、地域の方々の教えを胸に個々の
夢、目標に向かって躍進できるよう邁進
してまいります。

たくさんの人に笑顔を
与えられるような人になりたい

お世話になった方々へ
恩返ししていきたい

　

成
人
式
に
は
男
性
67
人
、
女
性
90

人
、
合
計
１
５
７
人
の
新
成
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
振
り
袖
、
ス
ー
ツ
、

羽
織
は
か
ま
な
ど
の
正
装
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
で
会
場
は
華
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
は

「
勢
」。
勢
い
よ
く
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
各
地
区
代
表
の
６
人

が
二
十
歳
の
誓
い
を
読
み
上
げ
、
新

成
人
や
保
護
者
、
来
賓
が
見
守
る
中
、

夢
や
目
標
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う

と
実
行
委
員
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
５
人
で
集
ま
る
時
間

が
な
か
な
か
取
れ
ず
、
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
式
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
よ
か
っ
た
で
す
。
式
終

了
後
に
は
、
中
学
校
の
同
級
生
か

ら
お
礼
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
た
寄

せ
書
き
を
も
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。

成
人
式
を
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
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　本日の成人式の日を迎えるにあたって、
このような盛大な場を設けてくださり、誠
にありがとうございます。新成人の代表と
して心よりお礼申し上げます。また、市長
をはじめ、来賓の皆さまから温かいお祝
いと激励のお言葉をいただき、改めて今
後の責任の重大さを痛感しております。
　私どもの中には、学業を継続中の者も
おりますし、すでに社会人として働いてい
る者もおります。置かれている状況に違
いはありますが、今日からは一社会人とし
て皆さまの仲間入りをさせていただきます
ので、どうか温かい目で見守っていただ
けると心強いです。どうか今後もご指導
とご鞭撻をお願い申し上げます。

社会人としての責任を持ち
前に進んでいきたい
市木地区
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Interview

　私たちは今日、成人を迎え、権利と
自由を手にし、義務と責任を背負いま
した。私たちには『選択の自由』が常
に与えられています。「人生の価値をど
こに置くか」「自分にとって大切なもの
は何か」自ら自由に選択することがで
きるのです。常識や他人の評価など自
分の意思決定、行動に抑制をかけるも
のはたくさんありますが、それらはすべ
て些細なこと。自分の人生の主人公は
自分です。自らの意思に従い、自分の
進みたい方に歩いていく、後々振り返
れば、自分が歩いた跡が道となり、人
生になると思います。そのことを胸に
とどめながら、道なき道をしっかりと
自分の足で歩いていきたいと思います。

道なき道を自分の足で
しっかりと歩んでいきたい
都井地区

井
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手
で
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生
き

さん

　今日まで、私たちと関わり合い、育て、
ご指導いただきました家族や地域の方々
への感謝の気持ちを今改めて強く感じて
います。
　私は今年からここ串間市で、社会人と
して働き始めます。大好きな串間市で働
くことができることを誇りに思い、目標
を見失うことなく、常に向上心を持って
邁進してまいります。
　私たちは、「成人」という大きな節目
を迎え、新たなスタート地点に立ちまし
た。一人ひとりが目指すゴールは違いま
すが、「大人」としての自覚を持ち、責
任のある社会人として、力強い一歩を踏
み出していくことをここに誓います。

大好きな串間で働くことを
誇りに邁進したい
本城地区

入
いり

佐
さ

ひかりさん

　二十歳を迎え、就職している人や学
業に励んでいる人など立場はさまざま
ですが、一人ひとりが自分の行動に責
任を持ち、社会の一員として常に向上
心を持って前進する覚悟でおります。
　私が無事に成人できたのも両親や母
校の恩師、個性豊かな同級生たちなど
周りの人たちに支えられてきたからだ
と思います。正直これからもまだまだ
周りに迷惑をかけるつもりでございま
すが、感謝の気持ちを忘れることなく、
社会に、そして串間に貢献できるよう、
また今までお世話になった方々に恩返
しできるよう日々精進していくことを
誓います。

社会に貢献できるよう
精進していきたい
福島地区
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